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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

601 総
文化・生涯学習
活動の推進及び
支援事業

文化と生涯学習を一つの
プランとして策定するた
め、推進委員会その他庁
内連絡会議を開く。文化
と生涯学習の連携につい
ての手法・方法を検討す
る。文化においては文化
振興財団が担う役割につ
いても検討する。

委員及
び市民

定
例
定
型

1,743

スケジュール調整に
より素案ではなく、
策定基本方針となっ
たが、期限まで事務
を行い、成果が出て
いる。

Ａ （事業№17へ統合）

601
文化・生涯学習
活動の推進及び
支援事業

文化・生涯学習プラ
ンの策定準備

スケジュール
調整・素案作
成検討

平成２３
年３月

平成２３
年１月
（策定基
本方針）

1,743 （事業№17へ統合）

1 総
文化活動推進及
び支援事業

文化を核として本市のま
ちづくりを総合的に推進
するとともに、各種団体
等を支援する。

市民

定
例
定
型

360

ロビーコンサートは
本庁舎1.2F部分の
退避により２回の開
催となったが、他の
事業においては、適
切に事務を行ってい
る。

Ａ
文化活動の推
進

適宜 358

業
務
計
画

未 高 中 高 拡大 なし 維持

1
文化活動推進及
び支援事業

茅ヶ崎美術家協会が
主催する展覧会の入
賞者への褒賞

褒賞対象
点数

年３点 年３点 26
茅ヶ崎美術家協会が
主催する展覧会の入
賞者への褒賞

褒賞対象
点数

年３点 28

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

1
文化活動推進及
び支援事業

市役所ロビーミニコ
ンサートの開催

開催回数 年４回 年２回 38

1
文化活動推進及
び支援事業

劇団四季「こころの
劇場」の開催

開催回数 年１回 年１回 296
劇団四季「こころの
劇場」の開催

開催回数 年１回 170

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

1
文化活動推進及
び支援事業

（事業№602から統
合）

茅ヶ崎市文化団体協
議会への支援

補助金の支出
時期

平成２３
年５月

160

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

1
文化活動推進及
び支援事業

（事業№603から統
合）

神奈川県市町村文化
行政連絡会議への出
席

出席回数 年１回

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

2 総
湘南広域都市行
政協議会広域文
化活動部会事務

二市一町の独自活動をし
ている文化団体が一堂に
会し、合同で事業を行
い、交流を深め、地域文
化の活性化を図る

二市一
町の市
民及び
担当職

員

定
例
定
型

168

部会への出席は目標
値に到達しており、
定例的なものだけで
はなく任意でも開催
し、成果がでてい
る。

Ａ 開催数
年1回の
開催

168 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

2
湘南広域都市行
政協議会広域文
化活動部会事務

湘南広域都市行政協
議会広域文化活動部
会への参加

部会への出席
回数

年３回 年３回 168
湘南広域都市行政協
議会広域文化活動部
会への参加

部会への出席
回数

年３回 168 済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

2
湘南広域都市行
政協議会広域文
化活動部会事務

湘南文化交流会の開
催

開催時期
平成２３
年２月

平成２３
年２月

湘南文化交流会の開
催

開催時期
平成２４
年２月

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

602 総
茅ヶ崎市文化団
体協議会への支
援

茅ヶ崎市文化団体協議会
の指導育成を図り、その
活動を支援する

茅ヶ崎
市文化
団体協
議会

定
例
定
型

160
適切に業務を行って
おり成果が出てい
る。

Ａ （事業№1へ統合）

602
茅ヶ崎市文化団
体協議会への支
援

茅ヶ崎市文化団体協
議会への支援

補助金の支出
時期

平成２２
年５月

平成２２
年６月

160 （事業№1へ統合）

603 総
神奈川県市町村
文化行政連絡会
議に係る事務

県及び市町村相互の緊密
な連携を図り、市町村文
化行政の一層の有効な展
開に資する。

関係
機関

定
例
定
型

会議への出席によ
り、問題意識の情報
交流が図れた。

Ａ （事業№1へ統合）

603
神奈川県市町村
文化行政連絡会
議に係る事務

神奈川県市町村文化
行政連絡会議への出
席

出席回数 年１回 年１回 （事業№1へ統合）

3 総 美術品購入事業

美術館の独自性を発揮す
るため、茅ヶ崎市にゆか
りの深い美術家の作品を
収集する。

委員及
び市民

定
例
定
型

614

美術館の収集計画に
沿った収集ができ
た。修繕を必要とす
る作品がなかった。

Ａ 委員会の開催
年１回開
催

1,818 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

3 美術品購入事業
美術品審査委員会の
開催及び委員報酬の
支出

開催回数 年２回 年２回 34
美術品審査委員会の
開催及び委員報酬の
支出

開催回数 年２回 84 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

3 美術品購入事業 美術品の購入 購入額
（年間）

年
1,000,0
00円

年
580,00
0円

580 美術品の購入 購入額
（年間）

年
1,000,0
00円

1,000 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

3 美術品購入事業 収蔵美術品の補修等 補修点数 年１点 ０点 0 収蔵美術品の補修等 補修点数 年１点 734 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

604 総
茅ヶ崎市美術館
運営委員会に係
る事務

美術館の運営について、
市長の諮問に応じて調査
審議し、その結果を答申
し又は意見を建議する。

委員及
び市民

定
例
定
型

138
適切に業務を行って
おり成果が出てい
る。

Ａ （事業№21へ統合）

604
茅ヶ崎市美術館
運営委員会に係
る事務

美術館運営委員会及
び委員選考会議の開
催

開催回数 年２回 年２回 138 （事業№21へ統合）

605 総
茅ヶ崎市美術館
運営事業

美術館の円滑な運営を行
う。

市民

定
例
定
型

59,941
指定管理者による円
滑な運営が図られて
いる。

Ａ （事業№2,21､22へ
統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

美術館の運営業務
（指定管理）

開館日数
年２５１
日

年２４９
日

59,746 （事業№22へ統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

美術館の使用承認業
務
（指定管理）

利用件数
年４００
件

年２８７
件

（事業№22へ統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

美術館運営の管理監
督

月報等の
審査回数

年１２回
（月１
回）

年１２回
（月１
回）

（事業№21へ統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

常設展、企画展及び
講座等の事業の実施
（指定管理）

実施数
年４２事
業

年４５事
業

（事業№22へ統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

指定管理業務モニタ
リング（月次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１
回）

年１２回
（月１
回）

（事業№22へ統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

指定管理業務モニタ
リング（年次報告）

年次報告の評
価回数

年１回 年１回 （事業№22へ統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

指定管理業務モニタ
リング（利用者アン
ケート）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回 年１回 （事業№22へ統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

指定管理業務モニタ
リング（実地調査）

導入施設への
実地調査回数

年４回 年４回 （事業№22へ統合）

605
茅ヶ崎市美術館
運営事業

二市一町収蔵作品展
の開催

平成２２年４
月～６月

年１回 年１回 195 （事業№2へ分割）

606 総
茅ヶ崎市美術館
維持管理事業

施設の適正な維持管理を
行い、来館者の鑑賞環境
等を保持する。

市民 8,374

指定管理者との連携
を密にし、適正な施
設の維持管理が行わ
れている。

Ａ （事業№21､22へ統
合）

606
茅ヶ崎市美術館
維持管理事業

清掃業務、その他衛
生・害虫駆除等
（指定管理）

日常清掃の実
施日数

年２５１
日

年２４９
日

（事業№22へ統合）
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

606
茅ヶ崎市美術館
維持管理事業

設備の保守点検
（指定管理）

保守点検の項
目数

年１３項
目

年１３項
目

（事業№22へ統合）

606
茅ヶ崎市美術館
維持管理事業

閉館時の警備
（指定管理）

警備日数
年３６５
日

年３６５
日

（事業№22へ統合）

606
茅ヶ崎市美術館
維持管理事業

指定管理業務
美術館の
管理運営日数

年２５１
日

年２４９
日

（事業№21へ統合）

606
茅ヶ崎市美術館
維持管理事業

施設設備の工事及び
修繕、備品購入

修繕等項目数 年９項目
年１４項
目

1,745 （事業№21へ統合）

606
茅ヶ崎市美術館
維持管理事業

美術館の光熱水費(上
下水道）等の支出
（指定管理）

支出項目数 年１項目 年１項目 （事業№22へ統合）

606
茅ヶ崎市美術館
維持管理事業

美術館の光熱水費
（電気料）の支出

支出項目数 年１項目 年１項目 6,629 （事業№21へ統合）

4 総
文化振興基金事
業

芸術・文化の振興、歴史
や伝統継承、まちづくり
等の文化振興を行うた
め、市民・民間と行政が
一体となって、財政基盤
を確立する。

市民

定
例
定
型

368
適切に業務を行って
いる。 Ａ 基金の積み立

て

（最終目
標額５億
円）

152 未 中 中 高
現状維

持
なし 維持

4
文化振興基金事
業

文化振興基金積立金
の管理及び採納事務

利息等の積立
時期

平成２３
年３月

平成２３
年３月

368
文化振興基金積立金
の管理及び採納事務

利息等の積立
時期

平成２４
年３月

152 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5 総

（財）茅ヶ崎市
文化振興財団と
の連絡・調整事
務

（財）茅ヶ崎市文化振興
財団と連携をとり円滑な
運営及管理を図る。

財団

定
例
定
型

財団との円滑な連携
により成果が出てい
る。

Ａ 会議の開催
年６回程
度

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大 なし
予算
なし

5

（財）茅ヶ崎市
文化振興財団と
の連絡・調整事
務

財団への連絡及び調
整事務

市民文化会館
の開館日数

年２９３
日

年２９３
日

財団への連絡及び調
整事務

市民文化会館
の開館日数

年２９４
日

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

5

（財）茅ヶ崎市
文化振興財団と
の連絡・調整事
務

再整備に伴う対応可
能業務への対応

対応可能業務
への対応

平成２３
年３月

平成２３
年３月

再整備に伴う対応可
能業務の検討

対応可能業務
の検討

平成２４
年３月

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

5

（財）茅ヶ崎市
文化振興財団と
の連絡・調整事
務

再整備に伴う文化振
興財団の解決すべき
課題の抽出・解決方
法の検討及び実施

課題の解決方
法の検討及び
実施

平成２３
年３月

平成２３
年３月

再整備に伴う文化振
興財団の解決すべき
課題の抽出・解決方
法の検討及び実施

課題の解決方
法の検討及び
実施

平成２４
年３月

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

5

（財）茅ヶ崎市
文化振興財団と
の連絡・調整事
務

文化振興財団が担う
べき役割の検討

担うべき役割
の抽出

平成２３
年３月

平成２３
年３月

外郭団体の整備統合
の方向性に従い、財
団の役割を検討

担うべき役割
の検討

平成２４
年３月

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

6 総
市民文化祭の開
催

市民の文化活動の成果の
社会還元としての発表の
場の提供及び交流の場の
提供のため

市民

定
例
定
型

3,257
適切に事業の実施を
行っており、市民の
関心も高い。

Ａ 開催日数及び
行事数

開催日数
43日間
行事数
26件

3,461 未 高 高 高
現状維

持
有り

減
ら
す

6
市民文化祭の開
催

文化祭の開催（委
託）

開催日数 ３１日 ３１日 1,978
文化祭の開催（委
託）

開催日数 ４３日 1,881 可
不
要

可 済 無 有り 24

茅ヶ崎市文化振興財
団の担う事業として
調整。（24年度以
降）

減
ら
す

6
市民文化祭の開
催

会場等借上事務及び
表彰事務等

会場借上申請
件数 １４５件 １４１件 1,279

会場等借上事務及び
表彰事務等

行事数 ２６件 1,580 可
不
要

可 済 無 有り 24

茅ヶ崎市文化振興財
団の担う事業として
調整。（24年度以
降）

減
ら
す

7 総
（財）文化振興
財団自主事業に
かかる補助事業

市民文化会館等を管理委
託するとともに多様な文
化事業を展開するため財
団を支援する。

財団及
び市民

定
例
定
型

26,629
適切な事務執行によ
り成果が出ている。 Ａ 支払い

年２回
（4
月.10
月）

34,779 未 高 高 高 縮小 有り 24

茅ヶ崎市文化振興財
団への補助金のあり
方を関係各課と協
議。

減
ら
す
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

7
（財）文化振興
財団自主事業に
かかる補助事業

財団自主事業費補助
金の支出

支出回数 年２回 年２回 8,657
財団自主事業費補助
金の支出

支出回数 年２回 14,500 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

7
（財）文化振興
財団自主事業に
かかる補助事業

財団自主事業運営費
補助金の支出

支出回数 年２回 年２回 17,972
財団自主事業運営費
補助金の支出

支出回数 年２回 20,279 済
不
要

そ
の
他
不
可

可 無 有り 24

茅ヶ崎市文化振興財
団への補助金のあり
方を関係各課と協
議。

減
ら
す

8 総
レインボーフェ
スティバル事業

里山公園が広く市民に愛
され、親しまれるよう、
また地域の交流と活性化
を促進し、もって地域の
発展に寄与する。

市民

定
例
定
型

1,710
参加人数は目標を上
回り、成果が出てい
る。

Ａ 開催数
年1回開
催

1,710 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

8
レインボーフェ
スティバル事業

レインボーフェス
ティバルの開催

参加人数
年
40,000
人

年
42,000
人

1,710
レインボーフェス
ティバルの開催

参加人数
年
40,000
人

1,710 済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

8
レインボーフェ
スティバル事業

レインボーフェス
ティバルの開催庶務

実行委員会の
出席回数

年３回 年３回
レインボーフェス
ティバルの開催庶務

実行委員会の
出席回数

年３回
予算
なし

607 総
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

文化事業の拠点である市
民文化会館の円滑な管理
運営を行う。

市民

定
例
定
型

140,295
指定管理者による円
滑な運営が図られて
いる。

Ａ （事業№9､22､23
へ統合）

607
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

会館の運営業務
（指定管理）

開館日数
年２９３
日

年２９３
日

140,295 （事業№22へ統合）

607
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

会館の使用承認及び
庶務
（指定管理）

使用申請の件
数

年4,000
件

年4,547
件

（事業№22へ統合）

607
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

会館運営の管理監督
月報等の
審査回数

年１２回
（月１
回）

年１２回
（月１
回）

（事業№9へ統合）

607
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

会館使用料の収納事
務
（指定管理）

使用承認の件
数

年4,000
件

年4,547
件

（事業№22へ統合）

607
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

指定管理業務モニタ
リング（月次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１
回）

年１２回
（月１
回）

（事業№22へ統合）

607
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

指定管理業務モニタ
リング（年次報告）

年次報告の評
価回数

年１回 年１回 （事業№22へ統合）

607
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

指定管理業務モニタ
リング（利用者アン
ケート）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回 年１回 （事業№22へ統合）

607
茅ヶ崎市民文化
会館運営事業

指定管理業務モニタ
リング（実地調査）

導入施設への
実地調査回数

年４回 年４回 （事業№22へ統合）

9 総
茅ヶ崎市民文化
会館維持管理事
業

市民文化会館の円滑な管
理運営を行うため、施設
及び設備の維持管理を行
う。

市民

定
例
定
型

3,750

指定管理者との連携
を密にし、適正な施
設の維持管理が行わ
れている。

Ａ 修繕の状況 随時修繕 4,284 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

9
茅ヶ崎市民文化
会館維持管理事
業

会館の施設管理（設
備・舞台）業務
（指定管理）

業務日数
年２９３
日

年２９３
日

（事業№22へ統合）

9
茅ヶ崎市民文化
会館維持管理事
業

清掃業務(警備を含
む）、その他庭園管
理業務等
（指定管理）

実施日数
年２９３
日

年２９３
日

（事業№22へ統合）
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

9
茅ヶ崎市民文化
会館維持管理事
業

設備の保守点検業務
（指定管理）

項目数
年２８項
目

年２８項
目

（事業№22へ統合）

9
茅ヶ崎市民文化
会館維持管理事
業

施設設備の工事及び
修繕、備品購入

修繕等項目数 年５項目
年１６項
目

3,750
施設設備の工事及び
修繕、備品購入

修繕等項目数 適宜 4,284 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

9
茅ヶ崎市民文化
会館維持管理事
業

会館の光熱水費等の
支出
（指定管理）

支出項目数 年６項目 年６項目 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

9
茅ヶ崎市民文化
会館維持管理事
業

会館運営の管理監督
月報等の
審査回数

年１２回
（月１
回）

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

10 総
茅ヶ崎市民文化
会館再整備事業

耐震補強・大規模改修工
事の基本設計・実施設計
を行い、改修工事準備を
具体的に進める。あわせ
て再編整備期間中の文化
芸術事業が展開できる代
替施設の確保や、文化芸
術事業の質の維持を図る
ための方策を検討する。

市民
政
策

茅ヶ崎市民文
化会館再整備
事業

112,640

実施設計の完了時期
が耐震診断評定の取
得に時間がかかり遅
れたが、成果は出て
いる。

Ａ 事業の進捗状
況

関係機関
との協議

49,162

業
務
計
画

未 高 高 高 縮小 なし
予算
なし

10
茅ヶ崎市民文化
会館再整備事業

実施設計 設計時期
平成２２
年１０月

平成２３
年１月

96,410

平成２６年度以降の
施設再整備に向けた
庁内調整及び関係機
関との協議

関係機関との
協議

適宜

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10
茅ヶ崎市民文化
会館再整備事業

大小ホール天井安全
対策工事

工事時期
平成２３
年８月

16,230
大小ホール天井安全
対策工事

工事時期
平成２３
年８月

43,770

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10
茅ヶ崎市民文化
会館再整備事業

空調機補修 補修時期
平成２３
年８月

0 空調機補修 補修時期
平成２３
年８月

5,392

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

11 総
市史編さん委員
会に係る事務

市史編さんに関する市長
の諮問に応じて調査審議
し、その結果を答申す
る。

委員

定
例
定
型

90
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 委員会の開催
年２回開
催

125 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

11
市史編さん委員
会に係る事務

市史編さん事業方針
の協議

市史編さん委
員会開催回数

年２回 年２回 90
市史編さん事業方針
の協議

市史編さん委
員会開催回数

年２回 125
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

608 総 市史刊行事業

市民の郷土意識やこれか
らのまちに対する愛着心
を育むため、市史現代・
ブックレット・市史研究
及び史料集を刊行する。

市民

定
例
定
型

2,372
市民ニーズに応えた
編集作業等により、
成果が出ている。

Ａ （事業No.23へ統
合）

608 市史刊行事業 編集作業 作業日数
年１４８
日

年１４0
日

1,535
（事業No.23へ統
合）

608 市史刊行事業 刊行物の作成 印刷冊数
年3,000
冊

年2,500
冊

390
（事業No.23へ統
合）

608 市史刊行事業 筆耕翻訳 原稿校正枚数
年５００
枚

年448枚 447
（事業No.23へ統
合）

608 市史刊行事業 販売及び販売調整 販売額
年
620,00
0円

年
573,00
0円

（事業No.23へ統
合）

609 総
市史に関する調
査研究

わがまちの歴史をまとめ
るため、資料の収集整理
及び分析を行う。

市民

定
例
定
型

4,930

調査研究の成果を広
く市民に周知するた
め、講座等を開催し
た。

Ａ （事業No.23へ統
合）
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

609
市史に関する調
査研究

市史資料調査、整
理、活用及び普及活
動

支出回数 年２回 年２回 3,310
（事業No.23へ統
合）

609
市史に関する調
査研究

史料集資料調査 支出回数 年２回 年２回 1,320
（事業No.23へ統
合）

609
市史に関する調
査研究

複製資料検査 資料本数 ６０本 １１７本 300
（事業No.23へ統
合）

12 総
保存期間満了行
政文書の整理、
保存

歴史資料として必要な行
政文書の散逸や消滅を防
ぎ、市政や市史編さん事
業に活用する。

市民

定
例
定
型

目標値とした事務処
理は概ね整理され、
選定基準（素案）に
基づく収集整理が行
われ一定の成果が出
ている。

Ａ 整理
保存箱数

40箱 320 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

12
保存期間満了行
政文書の整理、
保存

保存期間満了の行政
文書整理・保存

整理
保存箱数

４５箱 ３７箱
保存期間満了の行政
文書整理・保存

整理
保存箱数

40箱 20
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

12
保存期間満了行
政文書の整理、
保存

選定基準案の作成 作成時期
平成２３
年３月

３０％程
史料整理
が終了し
た。

選定基準案の作成 作成時期
平成２4
年３月

300
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

610 総
歴史資料の収
集、整理、保存

市民の財産である歴史資
料を保存し、市史編さん
事業に活用する。

市民

定
例
定
型

1,123
目標とした整理・保
存は概ね完了でき
た。

Ａ （事業No.23へ統
合）

610
歴史資料の収
集、整理、保存

寄贈写真・刊行物の
整理・保存

資料
整理箱数

年３００
箱

年２３０
箱

1,113
（事業No.23へ統
合）

610
歴史資料の収
集、整理、保存

歴史資料の整理・保
存

資料点数
年３，０
００点

年３３９
０点

10
（事業No.23へ統
合）

13 総
茅ヶ崎市開高健
記念館事業

開高健の業績を後世に伝
えるとともに、市民の教
養の向上及び文化の発展
に資する。

市民

定
例
定
型

10,843

生誕８０年記念事業
は、多方面に展開
し、市民の関心を
得、好評のうちに終
えることができた。

Ａ 事業の進捗状
況

管理運営
年２回の
企画展

7,020 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

13
茅ヶ崎市開高健
記念館事業

記念館の管理業務及
び運営庶務

開館日数
年１６９
日

年１６８
日

1,590
記念館の管理業務及
び運営庶務

開館日数
年１６４
日

1,098 可
不
要

更
可

可 無 有り 24
指定管理者制度導入
の検討（24年度以
降）

維持

13
茅ヶ崎市開高健
記念館事業

記念館の運営業務及
び企画展の開催
（委託）

開催回数 年２回 年２回 2,939
記念館の運営業務及
び企画展の開催
（委託）

開催回数 年２回 2,747 可
不
要

更
可

可 無 有り 24
指定管理者制度導入
の検討（24年度以
降）

維持

13
茅ヶ崎市開高健
記念館事業

清掃等の維持管理業
務
（委託）

業務数 ６業務 ６業務 1,876
清掃等の維持管理業
務
（委託）

業務数 ６業務 1,928 可
不
要

更
可

可 無 有り 24
指定管理者制度導入
の検討（24年度以
降）

維持

13
茅ヶ崎市開高健
記念館事業

記念館の光熱水費等
維持管理に係る支出

支出項目数 ７項目 ７項目 2,438
記念館の光熱水費等
維持管理に係る支出

支出項目数 ７項目 1,247 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

13
茅ヶ崎市開高健
記念館事業

生誕８０周年記念事
業

開催時期
平成２２
年１２月

平成22
年11月
～平成
23年３
月

2,000

14 総
茅ヶ崎市開高健
記念館整備事業
（進入路整備）

開高健記念館に隣接した
用地に道路を設計する。

市民

定
例
定
型

7,726

関係機関との調整に
時間を要したことに
加え、実測面積との
差異が発見されるな
ど設計変更を行った
が、目的達成のため
成果が出ている。

Ｂ 11,400 完 終了
予算
なし



業務棚卸評価シート（平成２３年度版） 7/13

実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

14
茅ヶ崎市開高健
記念館整備事業
（進入路整備）

道路設計 設計時期
平成２２
年９月

平成２３
年１月

3,026

14
茅ヶ崎市開高健
記念館整備事業
（進入路整備）

道路整備 道路整備時期
平成２３
年３月

完了せず 4,700 道路整備 道路整備時期
平成２３
年８月

11,400
予算
なし

15 総
市民ギャラリー
の運営管理

市民の文化活動の発表と
鑑賞及び創作活動の場並
びに講習会等の場の提供
のため

市民

定
例
定
型

4,305

市民ニーズはあり、
地域の文化・芸術活
性においても今後見
込むことができる。

Ａ 事業の進捗状
況

管理運営 4,536 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

15
市民ギャラリー
の運営管理

受付及び貸出業務 利用件数 2,503件 2,884件 4,106 受付及び貸出業務 利用件数 2,580件 4,384 済
必
要

済
不
可

無 なし 維持

15
市民ギャラリー
の運営管理

施設維持管理経費の
執行

予算執行の時
期

２３年３
月まで

23年1～
2月

199
施設維持管理経費の
執行

予算執行の時
期

２４年３
月まで

152
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

701 総
生涯学習推進委
員会に関する事
務

生涯学習の推進のために
会議を開催し提言書を提
出する

市民、
団体・
学校代
表、学
識経験

者

定
例
定
型

343
開催回数は目標値を
達成し、提言書の提
出を行った。

Ａ 休・廃
止

701
生涯学習推進委
員会に関する事
務

第7期生涯学習推進
委員会の提言のため
の委員会開催

委員会開催回
数

年７回 年8回 343

611 総
ちがさき市民大
学の開催

市民の多様な学習ニーズ
に応えるため、学習機会
を提供する

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

875

天災により２講義が
中止となったが、活
動指標を概ね達成
し、成果が出てい
る。

Ａ （事業No.25へ統
合）

611
ちがさき市民大
学の開催

公募の委員で構成す
る企画運営委員会の
開催

委員会開催回
数

年１２回 年１２回 615
（事業No.25へ統
合）

611
ちがさき市民大
学の開催

ちがさき市民大学の
実施

市民大学実施
回数

６講座
(年2回）

５講座
（年2
回）

260
（事業No.25へ統
合）

612 総
大学公開講座の
開催

市民の多様で高度な学習
ニーズに応えるため、市
内大学の協力を得て、学
習機会を提供する

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

385

市内大学の施設と教
育機能を活用し、市
民の多様で高度な学
習ニーズに応える講
座を開催した。

Ａ （事業No.25へ統
合）

612
大学公開講座の
開催

大学公開講座の開催 講座開催回数
６講座
(年1回)

６講座
(年1回)

385
（事業No.25へ統
合）

613 総 市民まなび講座

職員が出向いて講座をす
ることにより、市民の自
主的な学習活動の支援を
する

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

市民のニーズはある
が、講師派遣件数が
目標値に達しなかっ
たため、広報活動に
より周知を図る必要
がある。

Ｂ （事業No.25へ統
合）

613 市民まなび講座
市民まなび講座への
講師派遣及びその庶
務

講座への講師
派遣件数

年６０件 年４０件
（事業No.25へ統
合）

16 総 まなび人材事業

地域で活躍されている団
体の指導者等に市民講師
として登録してもらい、
市民に紹介し、地域の学
習活動を支援する

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

759

講師活用件数の増加
や養成講座の回数を
増やすなど目標を上
回りかつ適切に事務
を行い、成果が出て
いる。

Ａ
まなびの市民
講師の登録人
数

５５ 824

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大 なし 維持

16 まなび人材事業 まなび人材事業庶務
市民講師活用
件数

年２５件 年４０件 571 まなび人材事業庶務
市民講師活用
件数

年２５件 592

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

16 まなび人材事業
生涯学習支援者養成
講座の開催

開催時期
平成２３
年３月

平成22
年10～
11月、
平成23
年３月

180
生涯学習支援者養成
講座の開催

開催時期
４講座
（年間）

189

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持



業務棚卸評価シート（平成２３年度版） 8/13

実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

16 まなび人材事業
まなびの市民講師自
主企画講座の実施

講座開催件数
１０講座
（年間）

１２講座
（年間）

まなびの市民講師自
主企画講座の実施

講座開催件数
１０講座
（年間）

業
務
計
画

済
必
要

済 済 無 なし
予算
なし

16 まなび人材事業
まなびの市民講師ロ
ビー展及び合同発表
会

開催時期
平成２２
年７月～
８月

平成２２
年７～８
月

8
まなびの市民講師展
示会及び合同発表会

開催時期
平成２３
年７月～
８月

18

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

16 まなび人材事業
まなびの市民講師全
体会

会議開催回数 ４回 ４回
まなびの市民講師全
体会

会議開催回数 ４回 25

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

614 総
学習情報誌
（紙）の発行

市民の学習活動が円滑に
しかも活発に行われるよ
う学習情報の発信を行う

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

655

目標値の達成ととも
に、情報紙の記念誌
を作成しており成果
が出ている。

Ａ （事業No.24へ統
合）

614
学習情報誌
（紙）の発行

ボランティアによる
編集委員会の開催

委員会開催回
数

年１５回 年１８回
（事業No.24へ統
合）

614
学習情報誌
（紙）の発行

学習情報誌（紙）の
発行

発行回数 年５回 年６回 655
（事業No.24へ統
合）

615 総 相談体制の充実
学習相談を受け、自主
的・自発的な学習の支援
を行う

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

相談件数が目標値を
下回ったため、より
相談しやすい体制を
整備する必要があ
る。

Ｂ （事業No.24へ統
合）

615 相談体制の充実 窓口相談の開設
開設日数
相談件数

２４３日
７０件

２４３日
４３件

（事業No.24へ統
合）

616 総
ＩＴ講習会の実
施

高度情報化社会におい
て、パソコンに不慣れな
高齢者や障害者を対象と
したＩＴ講習会を実施す
る

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

252

市民団体との協働に
より、市民のニーズ
に応じた学習機会の
提供が行われた。

Ａ （事業No.25へ統
合）

616
ＩＴ講習会の実
施

ＩＴ講習会の企画及
び庶務、受講募集

募集人数 １０８人 １１５人
（事業No.25へ統
合）

616
ＩＴ講習会の実
施

ＩＴ講習会の実施
（委託）

実施回数
年２回
１０コー
ス

年２回
１０コー
ス

252
（事業No.25へ統
合）

617 総 各種連携事業

企業・大学等がもつス
ペースや人材等を学習資
源としてとらえ、活用方
法を検討し、学習機会を
提供する。

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

1

企業や大学が有する
スペースや人材等を
活用して、概ね目標
値を達成することが
できた。

Ａ （事業No.25へ統
合）
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

617 各種連携事業
検討会議の開催、企
業訪問

打合せの回数 年６回 年６回
（事業No.25へ統
合）

617 各種連携事業
工場見学会・講演会
の開催及び庶務

開催回数 年４回 年３回 1
（事業No.25へ統
合）

617 各種連携事業
大学共催講座の開催
及び庶務

開催講座回数
17講座
（年間）

２０講座
（年間）

（事業No.25へ統
合）

617 各種連携事業
大学共催講座の開催
及び庶務

開催講座回数
17講座
（年間）

２０講座
（年間）

（事業No.25へ統
合）

617 各種連携事業
大学共催講座の開催
及び庶務

開催講座回数
17講座
（年間）

２０講座
（年間）

（事業No.25へ統
合）

17 総
文化生涯学習プ
ランの策定

文化生涯学習行政の総合
的・計画的な施策展開の
方向性を示す具体性・実
効性のある文化生涯学習
プランを策定する。

市
政
策

（事業№601から統
合）

事業の進捗状
況

プランの
策定

2,950

業
務
計
画

完 終了

17
文化生涯学習プ
ランの策定

（事業№601から統
合）

文化生涯学習プラン
の策定

策定
平成２４
年２月

2,950

業
務
計
画

18 総
市民ギャラリー
の施設予約シス
テムの導入

市民ギャラリー利用予
約、予約状況確認におい
て利用者の利便性を向上
させるとともに、利用率
の向上を図る

市
政
策

事業の進捗状
況

システム
の導入

4,400

業
務
計
画

完 終了

18
市民ギャラリー
の施設予約シス
テムの導入

施設予約システムの
導入

導入時期 12月 4,400

業
務
計
画

19 総

（仮称）没後
100年記念川上
音二郎・生誕
140年記念川上
貞奴展

展覧会により、「川上音
二郎・貞奴」の偉業を紹
介し、市民の地域文化へ
の愛着心、未来を創造す
る力を育む。

市
政
策

事業の進捗状
況

事業開催 2,000

業
務
計
画

完 高 終了
予算
なし

19

（仮称）没後
100年記念川上
音二郎・生誕
140年記念川上
貞奴展

展覧会の開催 開催時期 9～11月 2,000

業
務
計
画

20 総

茅ヶ崎市ゆかり
の文人等を紹介
する展示スペー
ス等の検討

茅ヶ崎ゆかりの文人など
を紹介する資料などを展
示する機会や展示スペー
スの確保を検討する。

市
政
策

事業の進捗状
況

庁内調
整・展示
場所の調
査・研究

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大 有り
予算
なし

20

茅ヶ崎市ゆかり
の文人等を紹介
する展示スペー
ス等の検討

基本的な考え方の検
討

基本的な考え
方の検討

平成24
年3月

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

可 無 有り 23
ゆかりの文人等の調
査研究及び基本的な
考え方の確立

予算
なし

20

茅ヶ崎市ゆかり
の文人等を紹介
する展示スペー
ス等の検討

事業展開の検討
事業展開の検
討

平成24
年3月

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

可 無 有り 23
ゆかりの文人等の今
後の事業展開の検討

予算
なし

20

茅ヶ崎市ゆかり
の文人等を紹介
する展示スペー
ス等の検討

市民ニーズの把握
（情報収集）

アンケート調
査等の実施

適宜

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

可 無 有り 23

ゆかりの文人等の認
識度を把握し、周知
するためのアンケー
ト等を実施

予算
なし

20

茅ヶ崎市ゆかり
の文人等を紹介
する展示スペー
ス等の検討

情報発信
ホームページ
等の充実

適宜

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

可 無 有り 23
収集により、ニーズ
に合わせた情報の発
信をする

予算
なし

21 総
茅ヶ崎市美術館
運営管理事業

市の文化拠点としての役
割を担う美術館として、
施設の適正な維持管理を
行い、来館者の鑑賞環境
を保持するとともに、よ
り良い美術館の運営を行
う。

市

定
例
定
型

（事業№
604.605.606から
統合）

運営委員会の
開催回数

年２回 10,264 未 高 高 高 拡大 なし 維持
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

21
茅ヶ崎市美術館
運営管理事業

（事業№604から統
合）

美術館運営委員会及
び委員選考会議の開
催

開催回数 年２回 170 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

21
茅ヶ崎市美術館
運営管理事業

（事業№605から統
合）

美術館運営の管理監
督

月報等の
審査回数

年１２回
（月１
回）

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

21
茅ヶ崎市美術館
運営管理事業

（事業№606から統
合）

指定管理業務
美術館の
管理運営日数

年２６０
日

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

21
茅ヶ崎市美術館
運営管理事業

（事業№606から統
合）

施設設備の工事及び
修繕、備品購入

修繕等項目数 年９項目 3,164 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

21
茅ヶ崎市美術館
運営管理事業

（事業№606から統
合）

美術館の光熱水費
（電気料）の支出

支出項目数 年１項目 6,930 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

22 総
指定管理に関す
る事業

多様化する住民のニーズ
に、より効果的・効率的
に対応するために、民間
のノウハウを生かしなが
ら住民サービスの向上や
経費の節減を図る。

財団

定
例
定
型

（事業№
9.605.606.607か
ら統合）

モニタリング 年４回 196,470 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№607から統
合）

会館の運営業務
（指定管理）

開館日数
年２９４
日

137,048 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№607から統
合）

会館の使用承認及び
庶務
（指定管理）

使用申請の件
数

年4,000
件

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№607から統
合）

会館使用料の収納事
務
（指定管理）

使用承認の件
数

年4,000
件

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№607から統
合）

指定管理業務モニタ
リング（月次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１
回）

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№607から統
合）

指定管理業務モニタ
リング（年次報告）

年次報告の評
価回数

年１回 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№607から統
合）

指定管理業務モニタ
リング（利用者アン
ケート）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№607から統
合）

指定管理業務モニタ
リング（実地調査）

導入施設への
実地調査回数

年４回 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№9から統
合）

会館の施設管理（設
備・舞台）業務
（指定管理）

業務日数
年２９４
日

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№9から統
合）

清掃業務(警備を含
む）、その他庭園管
理業務等
（指定管理）

実施日数
年２９４
日

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№9から統
合）

設備の保守点検業務
（指定管理）

項目数
年２８項
目

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

（事業№9から統
合）

会館の光熱水費等の
支出
（指定管理）

支出項目数 年６項目 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

22
指定管理に関す
る事業（文化会
館）

指定管理者の選定委
員会の開催

開催時期
平成２３
年１０月

60 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№605から統
合）

美術館の運営業務
（指定管理）

開館日数
年２６０
日

59,302 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№605から統
合）

美術館の使用承認業
務
（指定管理）

利用件数
年４００
件

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№605から統
合）

常設展、企画展及び
講座等の事業の実施
（指定管理）

実施数
年４２事
業

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№605から統
合）

指定管理業務モニタ
リング（月次報告）

月次報告の評
価回数

年１２回
（月１
回）

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№605から統
合）

指定管理業務モニタ
リング（年次報告）

年次報告の評
価回数

年１回 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№605から統
合）

指定管理業務モニタ
リング（利用者アン
ケート）

利用者アン
ケートの実施
回数

年１回 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№605から統
合）

指定管理業務モニタ
リング（実地調査）

導入施設への
実地調査回数

年４回 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№606から統
合）

清掃業務、その他衛
生・害虫駆除等
（指定管理）

日常清掃の実
施日数

年２６０
日

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№606から統
合）

設備の保守点検
（指定管理）

保守点検の項
目数

年１３項
目

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№606から統
合）

閉館時の警備
（指定管理）

警備日数
年３６５
日

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

（事業№606から統
合）

美術館の光熱水費(上
下水道）等の支出
（指定管理）

支出項目数 年１項目 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

22
指定管理に関す
る事業（美術
館）

指定管理者の選定委
員会の開催

開催時期
平成２３
年１０月

60 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

23 総
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

郷土意識やまちに対する
愛着心を育むため、資料
の調査・収集・整理をし
て、「ヒストリアちがさ
き」陶を刊行する。

市

定
例
定
型

（事業№
608.609.610から
統合）

事業の進捗状
況

市史刊行
物年２冊
発行、作
成

7,755

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№608から統
合）

編集作業 作業日数
年１30
日

1,431

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№608から統
合）

刊行物の作成 印刷冊数
年2,200
冊

404

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№608から統
合）

筆耕翻訳 原稿校正枚数 年420枚 390

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№608から統
合）

販売及び販売調整 販売額
年
620,00
0円

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№609から統
合）

市史資料調査、整
理、活用及び普及活
動

支出回数 年２回 3,310

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№609から統
合）

史料集資料調査 支出回数 年２回 1,320

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№609から統
合）

複製資料検査 資料本数 ０本

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№610から統
合）

寄贈写真・刊行物の
整理・保存

資料
整理箱数

22箱 56

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

23
市史資料の収
集・保管及び刊
行事業

（事業№610から統
合）

歴史資料の整理・保
存

資料点数
年２，７
００点

844

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

24 総
生涯学習情報の
収集・提供と相
談体制の充実

市民の学習活動が円滑し
かも活発に行われるよう
学習情報の収集・発信と
学習相談を行う。

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

（事業No.614.615
から統合）

相談件数 ７０件 696

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大 有り 維持

24
生涯学習情報の
収集・提供と相
談体制の充実

（事業No.614から
統合）

学習情報誌（紙）の
発行

学習情報誌
（紙）の発行
回数

年５回 696

業
務
計
画

済
必
要

可 済 無 なし 維持

24
生涯学習情報の
収集・提供と相
談体制の充実

（事業No.614から
統合）

学習情報誌（紙）の
発行

ボランティア
編集委員会開
催回数

年１５回

業
務
計
画

済
必
要

可 済 無 なし
予算
なし

24
生涯学習情報の
収集・提供と相
談体制の充実

（事業No.615から
統合）

窓口相談の開設
開設日数
相談件数

２４４日
７０件

業
務
計
画

済
必
要

可
更
可

無 有り

26
以
降

新庁舎建設における
総合情報発信スペー
スの中での充実につ
いて検討

予算
なし

25 総
生涯学習の機会
の提供

地域に根ざした学習活動
の促進のため、市民主導
で事業を展開する。庁内
外との連携により市民の
多様な学習ニーズに応え
る。

市内在
住、在
学、在
勤者

定
例
定
型

（事業
No.611.612.613.
616.617から統
合）

定員に対する
受講希望者の
割合

１００％ 1,478

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.611から
統合）

ちがさき市民大学の
開催

企画運営委員
会開催回数

年１２回 657

業
務
計
画

済
必
要

済 可 無 有り 25
市民協働による手法
を検討。

維持

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.611から
統合）

ちがさき市民大学の
実施

市民大学実施
回数

６講座
(年2回） 266

業
務
計
画

済
必
要

済 済 無 有り 25
市民協働による手法
を検討。

維持

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.612から
統合）

大学公開講座の開催 講座開催回数
６講座
(年1回)

385

業
務
計
画

済
必
要

済
不
可

無 なし 維持

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.613から
統合）

市民まなび講座への
講師派遣及びその庶
務

講座への講師
派遣件数

年５０件

業
務
計
画

済
必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.616から
統合）

ＩＴ講習会の企画及
び庶務、受講募集

募集人数 ６０人 3

業
務
計
画

済
必
要

済 済 無 有り 25

関係課（情報推進
課）との調整によ
り、効率的な運営が
可能。

減
ら
す

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.616から
統合）

ＩＴ講習会の実施
（委託）

実施回数
年２回
６コース

152

業
務
計
画

済
必
要

済 済 無 有り 25

関係課（情報推進
課）との調整によ
り、効率的な運営が
可能。

減
ら
す



業務棚卸評価シート（平成２３年度版） 13/13

実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

394,806 394,806 活動指標の名称 目標値 139,731 129,467

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

文化生涯学習課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

文化生涯学習課

施策目標  まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.617から
統合）

検討会議の開催、企
業訪問

打合せの回数 年６回

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.617から
統合）

工場見学会・講演会
の開催及び庶務

開催回数 年４回

業
務
計
画

済
必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

25
生涯学習の機会
の提供

（事業No.617から
統合）

大学共催講座の開催
及び庶務

開催講座回数
1９講座
（年間）

15

業
務
計
画

済
必
要

済
不
可

無 なし 維持

26 総
藤沢市・茅ヶ崎
市・寒川町収蔵
作品展事業

二市一町が所蔵する地域
ゆかりの作家の作品を中
心に作品展を開催し、文
化芸術の振興を図る。

市

定
例
定
型

（事業№605から分
割）

338 未 高 高 高
現状維

持
維持

26
藤沢市・茅ヶ崎
市・寒川町収蔵
作品展事業

（事業№605から分
割）

二市一町収蔵作品展
の開催

平成２３年１
月～３月

年１回 338 済
必
要

そ
の
他
不
可

可 無 有り 24

二市一町で展覧会の
内容によって、協働
が可能になるものを
検討していく。

維持

888 総
災害応急対策活
動

本市域に、地震動・津波
等伴う諸現象による同時
多発的災害が発生した場
合に、被害を軽減し、応
急対策活動を課として迅
速的確に対処する。

全市民
等

定
型
定
例

予算
なし

888
災害応急対策活
動

部の災害応急対策活
動マニュアルにおけ
る課（班）の活動内
容の検証及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

4月
４，２，
３月

部の災害応急対策活
動マニュアルにおけ
る課（班）の活動内
容の検証及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

適宜
予算
なし

888
災害応急対策活
動

課が所管する施設の
被害状況調査及び応
急対策（災害等発生
時）

対象施設数 ３施設 ４施設

課が所管する施設の
被害状況調査及び応
急対策（災害等発生
時）

対象施設数 ３施設
予算
なし

888
災害応急対策活
動

災害時の応急施設と
して市民文化会館の
開設及び運営（災害
等発生時）

市民文化会館
（応急施設）
の開設及び運
営

随時 随時

災害時の応急施設と
して市民文化会館の
開設及び運営（災害
等発生時）

市民文化会館
（応急施設）
の開設及び運
営

随時
予算
なし

888
災害応急対策活
動

災害時相互応援協定
に基づく協定先との
連絡調整

連絡調整 年１回
連携班の
ため

関係機関との連絡調
整

関係機関と協
議し、マニュ
アルの見直し
を行う。

随時
予算
なし

888 総 庁内共通事務

定
型
定
例

予算
なし

999 総 部内調整事務

定
型
定
例

予算
なし


